
２０１９年度西神楽地域農業再生協議会水田フル活用ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

西神楽地域は主に水稲作付を中心として良品質米の生産に取り組み、水張り面積維持

のため加工用米・飼料用米の作付も行っています。転作については、小麦・そばを中心

として、施設野菜の作付を推進していますが、高齢化、労働力不足により作付面積の減

少が課題となっています。また、千代ヶ岡・就実地区においては畑作地帯として４年輪

作を基本とした小麦・てん菜・馬鈴薯・豆類等の産地となっています。 

地域においては農家戸数の減少にともない、担い手への集約が進んでいますが、担い

手の確保と育成、省力化・省コスト化を推し進めながら農家所得の増加を図るため、生

産性の向上が課題となっています。 

 

２ 作物ごとの取組方針等 

 

（１）主食用米 

食味向上対策として低タンパク米生産の推進と、需要に沿った作付、品種の選定を 

行っていく。また、肥料・農薬等栽培基準の遵守により安心・安全な米作りを実践 

する。 

 

（２）非主食用米 

  ア 飼料用米 

    多収性専用品種等の調査・栽培試験による生産技術の確立を目指し、生産者所 

得の確保のため直播栽培等による低コスト生産を図り、主食用米からの転換を 

推進する。 

 

  イ 米粉用米 

    多収性専用品種等の調査・栽培試験による生産技術の確立を目指し、生産者所 

得の確保のため直播栽培等による低コスト生産を図り、主食用米減少分の対応 

方法の一つとして導入を検討する。 

 

  ウ 新市場開拓用米 

主食用米の需要減が見込まれる中、安定した米の作付を実現すべく、水稲水張 

りを維持し主食用米の主産地としての地位を確保するため、ＪＡ等集荷業者を 

通じて、海外の米の新市場の開拓を図る。 

 

  エ WCS用稲 

    多収性専用品種等の調査・栽培試験による生産技術の確立を目指し、生産者所 

得の確保のため直播栽培等による低コスト生産を図り、主食用米減少分の対応 

方法の一つとして導入を検討する。 

 

  オ 加工用米 

    主食用米需要の減少に伴う分を米菓・味噌・焼酎用等低価格帯の需要増に対応 

し、水田面積の維持を図る。 



（３）麦、大豆、飼料作物 

   麦、大豆については転作作物の中心と位置づけ、秋まき小麦は「キタノカオリ」 

の地域単一作付による面積拡大と収量の向上、大豆も収量の向上が課題となって 

いる。また、飼料作物についても畜産農家への安定供給、堆肥還元を進める。 

 

（４）そば 

   そばについては、連作ほ場が多く品質・収量の低下が課題となっているが、他の

作物より省力的に栽培できるため、高齢者や遊休農地の受け皿として積極的に作

付を進めながら、収量向上を推進する。 

 

（５）高収益作物（園芸作物等） 

   少量多品目の産地特性を生かしつつも、アスパラガス・小ねぎ・ピーマン・ほう 

れん草の４品目を重点作物と位置づけ、高齢化・労働力不足から減少傾向にある 

作付面積の維持を図る。 

 

 

３ 作物ごとの作付予定面積 

作物 前年度の作付面積 

（ha） 

当年度の作付予定面積 

（ha） 

2020年度の作付目標面積 

（ha） 

主食用米 ７８９．３ ７７３．８ ７９０．０ 

飼料用米 ０ ０ ０ 

米粉用米 ０ ０ ０ 

新市場開拓用米 １．７ ０．５ ０．５ 

WCS用稲 ０ ０ ０ 

加工用米 ９８．４ ９６．５ ９５．０ 

備蓄米 ０ ０ ０ 

麦 １８５．４ ２００．０ ２００．０ 

大豆 ３３．０ ３５．０ ４０．０ 

飼料作物 ８５．８ ８８．０ ８０．０ 

そば １５９．４ １６０．０ １６０．０ 

なたね ０ ０ ０ 

その他地域振興作物 ９９．８ ８９．７ ５６．３ 

 野菜 ３９．４ ３９．７ ４０．３ 

 小豆 ５．８ ６．０ ６．５ 

 てん菜 ７．７ ９．０ ９．５ 

 緑肥作物 ４６．９ ３５．０ － 

 

 

 

 



４ 課題解決に向けた取組及び目標 

整理

番号 
対象作物 使途名 目標 

 

前年度（実績） 目標値 

１ 小麦 小麦単収向上支援 

 

作付面積 

単収 

（2018年度） 

１８５．４ｈａ 

２７６kg/10a 

（2021年度） 

２００．０ｈａ 

３６０kg/10a 

２ そば そば単収向上支援 

 

作付面積 

単収 

（2018年度）  

 １５９．４ｈａ 

１３kg/10a 

（2021年度） 

    １６０．０ｈａ 

    ５４kg/10a 

 

３ 

 

大豆（黒大豆含む） 大豆単収向上支援 

 

作付面積 

単収 

（2018年度） 

３３．０ｈａ 

 １３８kg/10a 

（2021年度） 

４０．０ｈａ 

 ２１０kg/10a 

 

４ 
野菜・花き 高収益作物助成 作付面積 

（2018年度） 

３９．４ｈａ 

（2020年度） 

４０．０ｈａ 

 

５ 

アスパラガス・小

ねぎ・ピーマン・

ほうれん草 

地域振興作物助成 作付面積 
（2018年度） 

１４．０ｈａ 

（2020年度） 

１４．４ｈａ 

６ 

地力増進作物 連作障害回避助成 取組面積 
（2018年度） 

１．７ｈａ 

（2019年度） 

５．０ｈａ 

 

 

 

７ 
小豆・てん菜 

小豆・てん菜単収向

上支援 

 

 

小豆作付面積 

単収           

 

てん菜作付面積 

単収 

 

（2018年度） 

５．８ｈａ 

１４２kg/10a 

 

７．７ｈａ 

６０４４kg/10a 

（2020年度） 

６．５ｈａ 

２６０kg/10a 

 

９．５ｈａ 

６９５０kg/10a 

８ 
そば 

そば作付助成 

（追加配分） 
作付面積 

（2018年度） 

１５９．７ｈａ 

（2020年度） 

１６５．０ｈａ 

９ 
新市場開拓米 

新市場開拓助成 

（追加配分） 
作付面積 

（2018年度） 

１．７ｈａ 

（2020年度） 

０．５ｈａ 

 

※ 目標期間は３年以内としてください。 

 


